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道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」がオープンして３年目に入

りました。これまでご利用してくださった方々に感謝する

ために、「第３回ＷＡＯ！感謝祭」が１１月１６日（日）

に行われました。当日は晴天に恵まれ、実に多くのお客様

に来場していただきました。その様子を報告します。

舞台では、昨年より多くのプログラムにより盛り上げる

ことができました。開会宣言の後、言魂詩人 慧 さんによ
ことだましじん けい

る「ＷＡＯ！感謝祭」の題字書きおろしからスタートしま

した。その後、キッズリズ にぎわう餅投げ

ミックによるこどもエアロビクス、嶺南中学校や安房拓心高校

によるブラスバンド演奏、ヒロハワイアンアカデミーや KCC
プアナニフラスタジオによるフラダンスの演舞、花園・仁我浦

・和田・小浦・下三原・松海東

組による祭り太鼓の競演、地域

の皆さんによる祭り踊り、「花

かわいいダンス とくじら」の絵画展表彰、そし

て恒例の餅投げと、様々な催し

が展開されました。

模擬店には、ふるさと学舎や

和田浦夏音祭実行委員会、安房 仕込み開始

うんめえもん会や勇魚朝市、ス

ポーツ少年団や朝夷商工会青年

部など多くの団体が出店してく

迫力あるブラスバンド演奏 れ、食べ物などを販売していま

した。また、自転車に舞台を乗せ紙芝居を行ったり、ハイパー

ヨーヨーを駆使する大道芸人も登場したりしました。

コミュニティセンター内では、１階で貝殻のストラップ作り

やハイゼックス炊飯体験、絵手紙体験やパソコン教室、絵本の あちこちで紙芝居

販売が行われました。３階では和田小や南三原小、嶺南中などから出品してもらった「花とく

じら」の絵画展と写真家・川

江静義さんのポスター展が開

かれました。

今後も和田地区のにぎわい

創出のために、和田地域づく

り協議会は努力していきま

す。ご協力をよろしくお願い

初心者にていねいに指導 優秀賞を表彰 します。
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和田は花のまちと言われています。前号で真浦天畑保存会

などが「花のまちづくりコンクール審査委員会賞」を受賞し

たことを報告しました。このように和田地区ではあちこちに

花があるのが当たり前になっています。この当たり前を維持

しようと、次の２カ所でも植栽活動が行われました。

①道の駅周辺への植栽
11 月 8 日（土）に、地域づくり協議会にぎわい部会を中心

に、安房拓心高校園芸部と北三原植栽ボランティアのご協力 プランターは７０鉢

を得て、約 40名がコミュニティセンター前の花壇とプランターにパンジーなどを植えました。
花の苗は安房拓心高校などから購入し、パンジー 300本、ビオラ 120本、ノースポール 300本、
キンセンカ 100本を約 2時間かけて植えました。まだ苗が十分に育っていないので花はあまり
見られませんが、これから大きく育ち、たくさん咲かせてくれることでしょう。

②花の広場公園『花夢花夢』への植栽
次の週の 15日（土））には、柴ボランティアグループの皆さ

んと柴区子ども会、市役所職員有志と OBなどが、花夢花夢や
国道沿いの花壇へパンジー 700本とポピー 300本を植えまし
た。これは、自分たちの地域を自分たちできれいにしようと計

画し取り組んだものです。

子どもも含めて約 60名の皆さんが、2時間かけて植えまし
た。これから寒い冬を過ごし、春にはくじらの尾の周りをきれ

子どもも高齢者も いに彩ってくれると思います。

10月 30日（木）に南三原小学校で秋の遠足が行われました。
この遠足の見守り活動に、和田地域づくりの安心安全部会員が

参加しました。

この遠足では、３年生から６年生は南三原小学校から花園区

の黒滝まで約７ｋｍの道のりを歩き、１・２年生は南三原駅ま

で歩いた後、南三原駅から和田浦駅まで電車、和田浦駅から黒

滝まで再び歩きました。この間、南三原駅まで一緒に歩いたり、

信号が変わるまで一休み 要所要所で立ち番をしたりしながら見守りました。

高学年の子どもたちは行き帰りとも歩きであり、行きは元気な歩き方でしたが、帰りは疲れ

たようで休み休みの帰路となりました。

文化庁が取り組んでいる、文化芸術による子どもの育成事業『伝統音楽の今日的楽しみ』が、

和田小学校児童を対象に 11月 18日（火）に行われました。
私たちの身の回りで聞く機会が減った、琵琶や琴、三味線や

尺八などの和楽器による演奏に、子どもたちはもちろん保護者

や地域の方々が聞き惚れました。子どもたちも事前に琴などを

学習していて、楽団の方と一緒に演奏しました。また、曲と曲

の間に楽器についての説明もあり、理解を深めていました。

このように一流の和楽器奏者 16 名による演奏はなかなか聞
くことができません。子どもたちや地域の方々にとって、大変

によい機会であったと思います。 小学生との合同演奏
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